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521 メ タ ノ
ー

ル 誘導性遺伝子 プロ モ
ー

タ
ー

の転写活性化 領域 の 解析

○由里 本博也 、 谷 中美貴子、久保田貴之、阪井康能、加藤 暢夫
（京大院 ・農 ・応用生命）

【目的】メチ ロ トロ
ー

フ 酵母 Candida・boidiniiが メ タ ノ
ー

ル を単
一

炭 素源 と して 生育す
る 際 メ タ ノ

ー
ル を ホル ムアル デヒ ドへ と酸化する アル コ ールオキ シダーゼ （Aodlp ）

とホル ム アル デ ヒ ドを固定す る ジヒ ドロ キ シ アセ トン シ ン ターゼ （Daslp ）が著量誘導
され る。 これ まで の 両遺伝子 プロ モ

ーター （PAODノ．　PDASI ）の 解析 の結果、　 PAODI は
ホル ム アル デ ヒ ドの 急激 な蓄積 を抑制す るた め に 、メタ ノール の 代謝過程 と共 役 した
発現調 節を受 けて い る こ と、PDASI は最も強力な メタノール誘導性プ ロ モ ーター

で あ
り、メ タノール応答性 に優れ て い る こ とが わ か っ た．そ こで 本研 究で は、両プ ロ モ

ー

ターの 転 写活 性化領域の 特定を試みた。

【方法及 び結果】メ タノ ール代 謝経路 を寸 断 したAOZ ）1／DASI 二 重遺 伝子破壊株 をプロ

モ
ー

タ
ー
解析 の 宿主 に用 い た。f？AODI は メタ ノール だけで な く、代謝産物で ある ホル

ム アル デ ヒ ド、ジ ヒ ドロ キ シ アセ トン、グ リセル アル デ ヒ ドに よ っ て も活 性化され た
の で 、 これ ら 4 種の 誘導基 質 に応答す る領域 を 、PAODI の 様 々 な領域 の 欠失変異体を

用 い て 探索 した 。PDASI に つ い て も同様 に解析 し、メ タ ノ
ー

ル とホルム ァル デ ヒ ドに

応 答す る領域 （MRE1 ，MRE2 ） を決定 した。さ らに MRE1 に特 異的に結合する タ ンパ ク
質が核 抽 出液 中に存在す る こ と を見 出 した。
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麹菌の 固体培養特異 的な遺伝 子の 機 能解析
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【目的】麹菌 Asρergi 〃us 　oryzae は、培養条件 に よ りその 遺伝 子発現パ タ ーン を大

きく変化させ る 。 産業上 有用 な 麹菌の培養様式は 多くの 場 合固体培養で あ り、 酵素
生産 や分泌な どに お いて 液体培 養時 よ りも優れ た能力を発揮する 。 しか し 、 その 発

現機構につ い て は い まだ解明 されて いな い 部分 が多い 。 そ こで 、 固 体培養時に特異

的 に発現する遺伝 子 をク ロ
ー

ニ ング しその 機能を解析する こ とによ っ て 、 固体培 養

条件下の 麹菌の 発現機構 につ い て 考察する 。

【方法およ び結 果】 小麦ふ す まで の 麹菌 Asρergi ／lus　or γz ∂e の 固体培 養特異的遺 伝
子の ラ イ ブラ リーが 、 当研 究室 で すで に作成 され て い る 。 こ れ らは既 知の 遺伝子 だ

けで はな く機能 未知遺 伝子 を 多く含ん で い る こ とが わか っ た
1）。 こ れ らの うちマ ン

ノ シダ ーゼ様、グル タ ミ ナ
ーゼ様、機能未知の タ ンパ ク 質を コ

ー
ドする遺伝子 に関

して 、 それぞれ 構成 的 また は 誘導的 プ ロ モ ー
タ

ー
と連結 し麹菌で 発現 させ る こ と に

よ り、 そ の 産物の 機能解析 を試み て い る 。

1） 2000 年度 生物工 学会要 旨集、 p．300
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